
 

 

 

10 月 21 日付 日本経済新聞広告 解答と解説 

 

【問題】世界中の IoT でインターネットにつながるモノの数は？ 

① １億台  ② ８０億台  ③ ４００億台 

【答え】③４００億台 

 

【解説】 

Internet of Things、モノのインターネットと言われている IoT。 

世界の IoT デバイスの数は、毎年右肩上がりで増え続けており、現在では大よそ４００億台にも

及んでいます。 

２０２０年現在の日本の人口は約１億２５００万人、世界の人口が約７８億人であることを鑑み

ると、相当な数です。 

実際、２０１５年時点での IoT デバイス数は、約２０５億台でしたので、僅か５年で倍に増加し

たことになります。 

 

数十年前までは、インターネットに接続される機器と言えばコンピューターが主流でした。 

その後、個人が PC を持つようになり、更にスマートフォンの普及により誰もがインターネット

に接続される機器を保有する時代を迎えます。 

インターネットを利用することが日常となり、様々な便利や安全を求める中で、あらゆるモノが

ネットワークでつながる IoT デバイスが急激に普及してきたのでしょう。 

 

家電・自動車などの身近なところから、今後は医療や工場などの産業分野まで、あらゆる場面で

IoT の恩恵を受ける時代が到来します。 

固定概念を拭い去ることで、新しい分野での IoT の利用も益々発展していくかも知れません。 

 

【企画・協力：㈱学研エデュケーショナル】 


